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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

ウイ ルス 性涜 賛の 治療 に は， 液 体窒 素凍 緒療 法な ど

の 古 典 的 手 段カミ講 じ ら れ る こ とカ 疹 く， い ま だ に 確 実

な効 果を もた らす ものカ滋 く， しば しぱ治 療に 難渋 す

る 例 に 遭 遇 す る
．

そ こ で 本 研 究 で は， 接 触 ア レ ル ギ ー

を 応 用 し 花 ｃｏ 搬 ｃｔｉ㎜㎜ｕｎｏｔｈｅ鰍ｐｙ （ＣＩ） を 多 数 の 難

治例 に施 行 し， その 有効 性を 検討 し， さ らに α 施行 申

の細 胞 性免疫 の動 態を 検索 し， その 作用 機序に つ いて

も 検 討 を 加 乏 た
．

〔対 象お よ び方法〕

１９８７～１９９２年に 当 科を受 診 した難 治性 ウイ ルス 性涜

賛８８例 （尋 常性洗 賛５８例， 足底 涜賛３０例） お よ び１９例

の 扁 平 涜 賛 を 対 象 に し
，

搬 伽 ㏄ ｈｌｏ室ｏｂ ㎝ｚｅＲｅ

（Ｄ ＮＣＢ） ま た は ｄｉｐｈｅ 町１ｃｙｄｏｐｒｏｐｅ列ｏａｅ（ＤＰＣＰ） に

よ る α を 施 行 し
，

そ の 有 効 性 を 検 討 し た
．

ま 花
，

１７例

の 尋常 性洗 賛， ７例 の足底 涜 賛， １３例の 尋常 性涜 賛と

足底涜 賛の 合併 した 症例 を対 象に して， 治療 経過 申に

ｐｈｙｔｏｈｅｍ ａｇｇ１凹ｔ 滅 ｎ （ＰＨ Ａ）， ｃｏｎｃａｎａｖａ１ｉｎ－Ａ （Ｃｏｎ－

Ａ）に よ る リ ン パ 球 幼 若 化 反 応
，

末 梢 血 丁 細 胞 数
，

Ｂ 細

胞 数
，

ＯＫ 独 陽 性 細 胞 数
，

ＯＫＴ８陽 性 細 胞 数
，

◎ＫＴ追／

８比 につき 検査 を施 行 し， 細胞 性 免疫の 動態 を調 べた．

〔結果〕

α に よ る 治 癒 率 は 尋 常 性 涜 賛 で７２
．
４％

，
昆 底 涜 賛 で

迅３
．
３％

，
扇 平 涜 賛 で５７

．
９％

，
全 体 で６１

．
７％ で あ っ た

．

扁 平 涜 賛 で は３１．６％ が 感 作 の み で 治 癒 し
，

９０％カ朽 カ

月以 内 と他の 涜賛 に比 し短期 間 に治 癒し花．

ま た
，

ＰＨＡ
，

Ｃ ㎝一Ａ に よ る リ ン パ 球 幼 若 化 反 応 は 治

療 前 に 比 較 し， 軽 快 時， 略 治 時 で 高 値 を 示 し， 特 に

ＰＨＡ に お い て は 治 療 前（１５２８９士５０４５％ ： ｍｅａｎ±ＳＤ）

と 軽 快 時 （２０６６１±５５２５％ ； ｍｅａｎ±ＳＤ） と の 間 に 有 意

差 を 認 め た
．

一 方，
ＯＫＴ４，

ＯＫＴ４／８比 は 治 療 前 に 比 べ

略治 時でや や高 値 を， ＯＫＴ８でや や低値 を 示す 傾 向 を

認 め る も の の 有 意 差 は 認 め な か っ だ
．

〔考察〕

ＣＩ に よ る 治 癒 率 は
，

難 治 性 ウ イ ル ス 性 涜 賛 の 治 療 法

と し て 十 分 に 高 く， 満 是 し 得 る も の で あ っ た
．

ま だ
，

経過 申の 細胞 性免 疫の 動態よ り，ＣＩの 作用 機序 の１つ

と して， 非特 異的 な細 胞性 免疫の 活性 化が 促さ れ， そ

の結 果ヒ ト乳 頭腫 ウイ ルス （ＨＰＶ） 遺 伝子 発現 によ り

生 じて いる涜 賛細 胞膜 上の 抗原 が認 識さ れるよ うに な

り， 涜 賛細胞 に 特異的 な腫 瘍免 疫カミ誘導さ れる の では

な い か と 考 え ら れ た
．

さ ら に， 涜 賛 の 種 類 に よ っ て 経

過
，

治 癒 ま で の 期 間 淡 異 な る 点 か ら
，

関 与 す る ＨＰＶ の

型 の違 いによ る ウイ ル ス性 涜賛 の抗 原性 の違 いが示 唆

さ れ だ
．

〔結論〕

ＣＩは 難治 性 ウイ ルス 性 涜 賛 に 対 し有 効 な 治療 法 で

あり，
童篤 な副 作用 もなく， 今後積 極 的に試 みる べき

治療 法と 考えた
．

漢た， 治療 経過 申の細 胞性 免疫 の動

態より，ＣＩ療法 の作 用機 序の １つ として 非特 異 的な細

胞性 免疫 の賦活 化 に起因 する 特異 的腫 瘍免疫 の成 立が

示 唆 さ れ た
．
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論 文 審 査 の 要 旨

ウイ ルス 性涜 賛の 治療 に は， 液体 窒素 凍結 療法 な どの 古典 的手 段カ§講 じられ るこ とカ場 く， 確実 な効 果をも

た ら す も のカ§な く
，

し ぱ し ぱ 治 療 に 難 渋 す る 例 に 遭 遇 す る
．

そ こ で 本 研 究 で は
，

本 邦 で は 多 数 例 で の 成 績 の 報 告カ 峨 い 接 触 ア レ ル ギ ー を 庵 用 し た ｃｏ 晩 ｃｔ ㎞ ｍむｎｏｔｈｅｒ－

ａｐｙ（ＣＩ） を８８例 の 難 浴 陸 の ウ イ ル ス 性 涜 賛 お よ び 庸 平 涜 賛１９例 に 施 行 し
，

そ の 有 効 性 と
，

さ ら に ＣＩ 施 行 申 の
，

細 胞 性 免 疫 の 動 態 を 検 索 し
，

そ の 作 用 機 序 に つ い て も 検 討 を 加 え 花
．

そ の 繕 果， 治 癒 率 は 全 体 で６１．７％ と 難 治

性ウイ ルス 性涜 賛の 治療 法と して 十分 に高く， 満昆 し得る もの で， 重篤 な副 作用 もな く， 今後 積極 鰍こ試みる

べき 治療 法と考 えた． また， 治 療経 過申 の細胞 性 免疫の 動態 によ り，ＣＩ療法 の作 用機 序の 一つ と して 非 特異的

な細 胞 陸免疫の 賦活 化に 起因 する 特異 的腫瘍 免 疫の成 立カ添 唆 され た． ウィ ルス 性涜 賛の 治療 機転 を想定 する

上 で も 価 値 あ る 研 究 で あ る
．
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